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ふぁびゅらすスペシャル 「保育の心理学」乳幼児の発達 

Ⓒ2024sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

 

＜問題編＞ 

問 1 

乳児の感覚の発達についての記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正し 

い組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 乳児の目は、出生の時点で光学的には十分発達しているため、生まれた直後から焦点調節機能

が整っている。 

Ｂ 感覚と運動が結びついて行う動作を協応動作といい、視覚と運動が協応するようになるのは、 

生後５か月ごろである。 

Ｃ 乳児が三次元的な広がりを理解していることを証明したのは、ギブソンとウォークによる視 

覚的断崖実験である。 

Ｄ 乳児は、胎児のころから母親の声を聞いて成長しているため、生まれた直後には、母親と他 

者の声を区別して聞いている。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ × × ○ 

３ × ○ × ○ 

４ × ○ ○ × 

５ ○ × ○ ○ 
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問 2 

初期経験についての記述である。適切な記述の組み合わせを一つ選びなさい 

 

Ａ 人間の赤ちゃんは、誕生からごく早期の生後５〜６週間ごろから、養育者の感じていること 

を察知する能力を発達させているとしたのは、トレヴァーセンである。 

Ｂ 母親と乳児を短時間分離し、再会させたときに、母親に対してそっけない態度をとり避けよ 

うとするパターンを回避型というが、このような子どもは成長後も順調に母親と離れていく 

ことができる。 

Ｃ すべての赤ちゃんが、生後１年ほどの間に安定型愛着を形成し、その後に、養育者との不適 

切なかかわりが生じると不安定型愛着を形成するようになる。 

Ｄ 再会した母親に対して叩いたり、物を投げつけたりするなど激しい反応を示す場合を、不安定

型愛着のうちの両価型という。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ  

３ Ａ Ｄ 

４ Ｂ Ｃ 

５ Ｂ Ｄ 
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次の事例を読んで、以下の問 3、問 4 に答えなさい。 

 

【事例】 

 ２歳 10 か月のＡちゃんの母親が相談をもちかけてきた。最近のＡちゃんは「イヤ」ばかりで、 

大変疲れると言う。くわしい様子を話してもらうと、次のようであった。 

 母親が「さあ、保育所に行こう」というとＡちゃんは「イヤ」、「それじゃあ、今日はお休みね」 

と言うと「行く」、「お洋服着よう」にも「イヤ」、「トイレに行こう」には「出ない」、「片づけて 

ご飯食べよう」には「ダメ」、「ご飯食べないのね」と聞き返すと「イヤ」・・・。母親はＡちゃ 

んの「イヤ」「ダメ」に振りまわされており、よい対応方法を教えてほしいと保育士にうったえ 

てきた。 

 

問 3 

Ａちゃんに限らず、２〜４歳の子どもは大人の言葉に「イヤ」「ダメ」を繰りかえすことが多い。 

通常、この時期を何とよんでいるか。適切なものを一つ選びなさい。 

 

１ 反抗挑戦期 

２ 第二次反抗期 

３ 心理的離乳期 

４ 第一次反抗期 

５ モラトリアム期 

 

 

問 4 

なぜ、この時期の子どもはこのような態度をとるのか。適切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ 認識の発達により、ある行動の結果を想像して躊躇するようになるためである。 

２ 自分だけを見てほしい、自分の望むようにさせてほしいというかたちでの愛情の欲求表現で 

ある。 

３ 自我の芽生えが生じる時期であり、独立・自立の欲求が高まるが、それをコントロールする 

ことができず、一方的な自己主張が先行する。 

４ 自分の言うことは何でも聞いてほしいというわがままが現れる時期である。 

５ 知的発達が進み、自分の言うことがどこまで通るか、親を試そうとする態度である。 

 

 

 

 

 

 



4 

 

問 5 

次の文は、乳児期の心の発達に関する記述である。適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場

合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ ルイスは、新生児には興奮の情動しかないが、生後 3 か月頃には快・不快の 2 種類の情動をも

てるとした。 

Ｂ 社会的微笑は、乳児自身の内的反応である。 

Ｃ 生後５か月以降の乳児は、ものの永続性を理解する。 

Ｄ 乳児の認知機能は循環反応を繰り返すことで発達する。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

１ 〇  〇  〇  〇 

２ 〇  ×  〇  × 

３ ×  〇  〇  〇 

４ ×  ×  ×  〇 

５ ×  〇  ×  × 

 

 

 


